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要 約   

キナゾリン環を有する殺虫剤「ビリフルキナゾン」（CASNo．337458・27－2）につ  

いて、 各種試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（トマト、  

はつかだいこん及びレタス）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、急  

性毒性（ラット）、亜急性毒性（ラット、マウス及びイヌ）、慢性毒性（ラット  

及びイヌ）、発がん性（ラット及びマウス）、2世代繁殖（ラット）、発生毒性  

（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、ビリフルキナゾン投与による影響は、主に精巣、肝臓及び血液  

に認められた。神経毒性、催奇形性及び生体において問題となる遺伝毒性は認め  

られなかった。発がん性試験では、ラット及びマウスに精巣間細胞腫の発生頻度  

増加が認められたが、発生機序は本剤が有する抗アンドロゲン作用を介した二次  

的な影響によるも．のであり、遺伝毒性メカニズムとは考え難く、評価にあたり開  

値を設定することは可能であると考えられた。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、イヌを用いた1年間慢性毒性試験及び  

6カ月回復試験の0．5mg／kg体重／日であったので、これを根拠として、安全係数  

100で除した0．005mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

専∴’一皿F   



Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺虫剤  

2．有効成分の一般名  

和名：ビリフノレキナゾン  

英名：Pyrinuquinazon（ISO名申請中）  

3．化学名  

IWAC  

和名：1－アセチルー1，2，3，4－テトラヒドロー3イ（3－ビリジルメチル）  

アミノ】甘［1，2，2，2テトラフルオロ十（トリプルオロメチル）ェチ／り  

キナゾリンー2－オン  

英名‥1－aCetyl－1，2，3，4－tetrahydro－3－［（3－Pyridylmethyl）  

amino］－6－【1，2，2，2－tetrafluoro－1－（trifluoromethyl）ethyl］  

qulnaZOlin－2－One  

CAS（No．337458－27－2）  

和名＝1－アセチノレ3，4－ジヒドロー3－【（3ゼリジニルメチ／りアミノ】－6－【1，2，2，2－  
テトラフルオロ十（トリプルオロメチル）エチル】－2（1月トキナゾリノン  

英名‥1－aCetyl－3，4－dihydro－3－［（3－pyridinylmethyl）amino］－6－［1，2，2，2－  

tetrafluoro－1－（trifluoromethyl）ethyl］－2（1月トquinazolinone  

4．分子式  

C19H15F7N402  

5∴分子量  

464．34  

6．構造式  

迫   
F3戦喜   

。人。H3  
7．開発の経緯   

ビリフルキナゾンは、日本農薬抹式会社により開発されたキナゾリン環を有する殺虫  

剤である。本剤は害虫の摂食行動を制御する神経系または内分泌系へ作用すると推定   

され、アブラムシ類、コナジラミ類等のカメムシ目害虫に高い殺虫効果を示す。   

2008年12月現在、登録申請または登録された国はなく、今回、農薬取締法に基づ   

く農薬登録申請（新規：ばれいしょ、キャベツ等）がなされている。  

6   



Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

各種運命試験［Ⅱ．1～4］は、ビリフルキナゾンのフェニル基炭素を14Cで均一に標識  

したもの（［phe－14C］ビリフルキナゾン）及びビリジン環の2及び6位炭素を14Cで標  

識したもの（［pyr－14C］ビリフルキナゾン）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝  

物濃度は特に断りがない場合はビリフルキナゾンに換算した。代謝物／分解物等略称及  

び検査値等略称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）吸収  

（か 血中濃度推移  

Fischerラット（一群雌雄各4匹）に［phe－14C］ビリフルキナゾンまたは［pyr－14C］   

ビリフルキナゾンを1mg／kg体重（以下［1．］において「低用量」という。）または   

100mg此g体重（以下［1．］において「高用量」という。）で単回経口投与し、血中   

濃度推移について検討された。  

血中放射能濃度推移は表1に示されている。  

経口投与された各標識体の吸収及びCmax到達後の減衰はいずれも概ね速やかで   

あった。血中放射能濃度推移については、高投与量ではTmaズの延長がみられた。ま   

た、【pyr－14C］ビリフルキナゾンは血祭中濃度に比べ、時間経過とともに高い血中／   

血祭中濃度比が観察され、血球中に蓄積されやすいことが考えられた。（参照2、3）  

表1血中放射能濃度推移  

投与量（m釘kg体重）  1  100   

性別  雄  雌  雄  雌   

試料  血液  血祭  血液  血祭  血液  血祭  血液  血祭   

標識体  【phe－14C】ビリフルキナゾン   

Tmax（時間）  1   1   3   3   12   12   9   9   

Cmax（膵心  0．518  0．414  0．397  0．337  30．6  23．6  31．1  26．4   

α相示  0．64  0．63  0．85  0．68  0．75  0．94  0．90  1．08  

4．78  2．44  4．60  2．91  1．63  1．40  1．70  1．41   

byr－14C】ビリフルキナゾン   

Tmax（時間）  1   9   9   3   3   

Cmax（トか∂  0．376  0．183  0．353  0．171  18．1  10．4  16．9  11．2   

α相★  2．57  0．95  3．18  0．98  2．01  0．90  1．94  0．96  
Tl／2（時間）  

β相☆☆  6．26  3．85  6．60  4．39  11．54  3．42  9．60  3．65  
★：Tm誠～72時間  ★★：72～168時間   

② 吸収率   

胆汁中排泄試験［1．（5）②］より得られた胆汁及び尿中排泄率ならびにと体の残存   

放射能量の総和より、ビリフルキナゾンの吸収率は、63．1％と推定された。（参照4）   

．’r．   



（2）分布  

Fischerラット（一群雌雄各4匹、【pyr－14C］ビリフルキナゾン高用量群について   

は雄のみに設定）に［phe－14C］ビリフルキナゾンまたはbyr－14C］ビリフルキナゾンを   

低用量または高用量で単回経口投与し、体内分布試験が実施された。  

主要組織中の残留放射能濃度は表2に示されている。  

両標識体投与群における残留放射能は、主に肝臓、腎臓及び副腎で比較的高濃度   

の放射能分布が認められた。［phe・14C］ビリフルキナゾン投与群では、投与168時間   

後において、これらの臓器を含めすべての臓器・組織中放射能濃度は大きく減衰し、   

特異的に放射能の貯留する臓器・組織は認められなかった。一方、［pyr－14C］ビリフ   

ルキナゾン投与群における減衰は緩やかであり、投与168時間後においてもほぼす   

べての臓器・組織で有意な放射能が検出された。肝臓、腎臓、副腎、脳及び心臓に   

おいても比較的高濃度の放射能分布が認められ、これらの中で、心臓は放射能の減   

衰が最も緩徐であった。（参照2、3）  

表2 主要組織中の残留放射能濃度（囲／g）  

投与量  性  
標識体  3時間後／9時間後☆   168時間後   

（mg／kg体重）   別  

雄   
肝臓（3．59）、副腎（3．25）ヾ腎臓  肝臓（0．088）、副腎（0．084）、腎臓  

（2．15）、血液（0．43）、血祭（0．34）   （0．033）、血液（0．026）、血祭（0．004）  

雌   
副腎（3．59）、肝臓（3．31）、腎臓  肝臓（0．10）、副腎（0，099）、腎臓  

［phe－14C】  （1．96）、血液（0．37）、血祭（0．33）   （0．056）、血液（0．045）、血祭（0．005）  

ヒ○リブノ輯ナデン   肝臓（170．3）、腎臓（111）、副腎  肝臓（9．3）、腎臓（3．4）、副腎（3．2）、血  

100   
雄         （110）、血液（24，8）、血祭（18．2）   液（0．9）、血祭（0．6）  

雌   
肝臓（156）、副腎（111）、腎臓（103）、  肝臓（9．4）、腎臓（3．7）、副腎（3．4）、血  

血液（19．5）、血祭（16．0）   液（1．3）、血祭（0．5）   

肝臓（9．30）、副腎（2．39）、腎臓  心臓（0．48）、肝臓（0．40）、腎臓  

雄         （1．94）、心臓（0．58）、脳（0．30）、血液  （0．36）、脳（0．26）、副腎（0．25）、血液  

1  

（0．23）、血祭（0．14）   （0．053）、血祭（0．005）  

【pyr－14C】  
肝臓（6．86）、腎臓（1．65）、副腎  心臓（0．38）、腎臓（0，31）、肝臓  

ピけルキナリ÷ン  
雌         （1．60）、心臓（0．55）、脳（0．39）、血液  （0．30）、副腎、脳（0．23）、血液  

（0．24）、血渠（0．14）   （0．04）、血渠（0．006）  

肝臓（437）、腎臓（240）、副腎（93．6）、  心臓（36．6）、肝臓（26．2）、腎臓  

100   雄         心臓（71．5）、脳（42．3）、血液（17．5）、  （25．3）、脳（18．3）、副腎（14．9）、血液  

血祭（11．6）   （4．4）、血梁（0．4）   
★：低用量群では3時間後、高用量群では9時間後に採取した試料を用いた。  
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（3）代謝物同定・定量  

排泄試験［1．（5）①】で得られた尿、糞及び血祭、さらには体内分布試験［1．（2）】で   

投与168時間後において比較的高濃度の放射能分布が認められた血液、脳、 

び心臓を試料として、代謝物同定・定量試験が実施された。  

尿、糞及び血簾中における代謝物は表3に、臓器、組織中等における代謝物は表   

4にそれぞれ示されている。   

［phe・14C］ビリフルキナゾン投与群より得た尿中からは親化合物は検出されず、主   

要代謝物として、投与量及び性別にかかわらずP及びQのグルクロン酸抱合体なら   

びにEが検出された。また、糞中における主要代謝物は、雌雄ともにC、P、Gの   

グルクロン酸抱合体及びWの抱合体であった。高用量群ではこれらの代謝物の他に   

親化合物が検出された。さらに、血祭からはB、C、0及びⅤが主要代謝物として   

検出され、親化合物は検出されなかった。   

【pyr－14C］ビリフルキナゾン投与群より得た尿中からは親化合物は検出されず、主   
要代謝物として、投与量及び性別にかかわらずUが検出された。また、糞中におけ   

る主要代謝物は、雌雄ともにC、Gのグルクロン酸抱合体であった。高用量群では   

これらの代謝物の他に親化合物が検出された。  

投与後168時間の血液、肝臓、脳及び心臓に残存する放射能のほとんどは脱離し   

たビリジン環部分に由来するS及びTから成るナイアシン（ビタミンB3）であっ   

た。  

各投与群より得たいずれの試料中における代謝には性差及び投与量の違いによ   

る顕著な差異は認められなかった。  

ビリフルキナゾンはラット体内において、」V脱アセチル化、ビリジン環窒素の酸   

化、ビリジルメチルアミノ基のイミノ化、キナゾリノン環の水酸化、ビリジン環部   

分の脱離、さらには抱合化等により、広範かつ多様な代謝を受けると考えられた。   

また、ビリジン環部分はニコチンアルデヒド（R）を経て、ナイアシンに代謝され、   

生体内物質として、資化されることが考えられた。（参照2、3）  
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表3 尿、糞及び血祭中における代謝物（％TAR）   

標識体   
投与量  性  

試料   
親化  

（mg瓜g体重）   別  合物   
代謝物   

尿  
P及びQのクヾルタロン酸抱合体（9．3★）、E（3．4）、Q（2．4）、D、  

雄  
0（いずれも1未満）  

糞  
Wの抱合体（14・4）、C（11．3）、Gのクヾルクロン酸抱合体（7．9）、  

P（5・3）、0（2．軋F（1．9）、Q（1．5）、B（1．1）  

尿  
P及びQのク寸ルタロン酸抱合体（11．5★）、E（3．0）、D及び0、  

雌  
Q（いずれも1未満）  

糞  
Wの抱合体（17・4）、C（15．1）、Gのク÷ルタロン酸抱合体（5．3）、  

P（3・9）、0及びB（2．5）、Q（0．8）  

尿  
P及びQのク■ルタロン酸抱合体（7．8★）、E（1．6）、D、0、Q（いず  

［phe－14C］  れも1未満）  

ヒ¢リアルキナソ÷ン   
雄                  糞   11．1   

C（12・0）、Wの抱合体（10．4）、Gのク■ルタロン酸抱合体（8．0）、  

B（7．6）、0（2．1）、Q、F（0．9）  

血祭  Ⅴ（4・7）、0（3・7）、C（2・2）、B（1．9）、D、E、M、N、Q（いずれも1  

★★  未満）  

100  

尿  
P及びQのクヾルタロン酸抱合体（9．1★）、E（1．2）、D、0、Q（いず  

れも1未満）  

雌                  糞   6．3   
C（17・4）、Wの抱合体（12．0）、Gのクヾルタロン酸抱合体（6．0）、  

B（5．9）、0（2．7）、P（0．9）  

血祭  
Ⅴ（3・8）、B（3・0）、C（2・3）、0（2・0）、M（1・3）、D、E、N、Q（いず  

★★  れも1未満）   

尿  U（20・5）、E（3．0）、S（2．6）、B、C、D、T（いずれも1未満）  

雄  
糞  

C（9・0）、Gのク～ルタル酸抱合体（3．5）、F（1．1）、B（1．0）、E、S（い  

ずれも1未満）  

［pyr－14C］  
尿  U（17・6）、E（2．7）、S（1．7）、B、C、D、T（いずれも1未満）  

ヒ○リブ碑ナソ～ン   

雌  
糞  

C（8・5）、B（2，3）、Gのク～ルタロン酸抱合体（1．6）、E、S（いずれも  

1未満）  

尿  U（21．0）、E（3．7）、S（1．3）、T（1．1）、D（0．8）  

100   雄  
糞   2．2   

C（10・5），Gのク～ルタロン酸抱合体（5．6）、B（3．8）、E、F、S、T（い  

ずれも1未満）   

－：検出限界未満 ★‥P及びQのグルクロン酸抱合体の合量値★★：厩   
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表4 臓器、組織中等における代謝物（［pyr－14c］ビリフルキナゾン投与群、％TRR）  

投与量  採取  代謝物  
試料  

（mg此g体重）  時間  雄   雌   

3  T（54．3）、R（2．8）、S（1．4）  T（52．4）、R、S（2．0）  

血液          24  T（78．7）、S（1．0）   T（90．7）  

168  T（91．3）   T（91．3）  

3  T（79．7）、R（2．4）、S（2．0）  T（72．4）、S（2．3）、R（1．7）  
1  

肝臓          24  T（86，0）、S（0．9）   T（86．8）、S（1．0）  

168  T（77．3）   T（88．3）  

脳   168  S（91．5）   S（91．6）  

心臓  ′168  S（89．6）   S（93．1）   

9  T（29．5）、R（曳．4）、S（1．5）  

血液          24  T（63．3）、R（1．7）  

168  T（52．2）  

9  T（66．鉄R（1．3）、S（0．6）  
100  

肝臓        24  T（76．6）  

168  T（77．4）  

脳   168  T（92．3）  

心臓  168  T（96．1）   

注）血液は投与後3時間（1m釘kg体重投与群）、9時間（100mg／kg体重投与群）、24及び168時間までの  
ものを、各臓器は投与3時間（1mg／kg体重投与群）、9時間（100mg／kg体重投与群）、24及び168時  

間後にそれぞれ採取した。  

胆汁中排泄試験［1．（5）②］で、投与後72時間までに採取した胆汁、尿、糞及び消  

化管内容物を試料として、代謝物同定・定量が実施された。   

各試料における代謝物は表5に示されている。   

消化管から吸収されたビリフルキナゾンは、水酸化及び加水分解のみならず、キ  

ナゾリン環及び基本骨格の開裂等、広範に代謝され、さらにグルクロン酸抱合を受  

け、胆汁中に排泄されると考えられた。（参照4）  

表5 各試料における代謝物（％TAR）  

試料   親化合物   代謝物   

Pのクすルタロン酸抱合体（8．3）、Gのグ÷ルクロン酸抱合体（7．6）、W（6．8）、  
胆汁  

Q（1．5）、G（1．3）、C、E（いずれも1未満）   

尿  D、E、Q（いずれも1未満）   

糞  C（1．4）、B、0（いずれも1未満）   

消化管内容物   4．8   B（3．8）、C（1．9）、0（1．2）   

－：検出限界未満  

11  

‾ 
一 



（4）ミクロソームを用いた正＝〟ぉり代謝試験 ＜参考データ＞  

Fischerラット（雄）及びピーグル犬（雄）由来の肝ミクロソーム、SDラット（雄）   

の鼻腔粘膜ミクロソーム及びイヌを用いた1年間慢性毒性試験及び6カ月間回復試   

験［11・（2）】で得られた鼻腔粘膜ミクロソームに、［phe－14C］ビリフルキナゾンを0．2  

ドMとなるように添加し、血血代謝試験が実施された。  

各試料における代謝物は表6に示されている。  

ビリフルキナゾンは供試したミクロソームにおいて速やかに代謝され、B、C等   

が主要代謝物として検出された。  

ビリフルキナゾンの血血代謝に定性的な差異は認められず、イヌにおいて、   

ラットと同様の経路を経て代謝を受けるものと推察された。また、鼻腔粘膜におけ   

る代謝についても肝臓での代謝と同質であった。（参照53）  

表6 各試料における代謝物（％TAR）  

供試ミクロソーム   動物種  性別  親化合物   代謝物   

ラット  雄  
B（30．6）、C（16．7）、G（4，2）、N（3．4）、D（2．3）、E（1．5）、  

肝  
微量未同定代謝物抽☆（38．9）  

イヌ   雄  
B（31．7）、C（22．5）、E（6．2）、D（4．5）、G（3．4）、N（3．2）、  

微量未同定代謝物★柚（28．6）   

ラット  雄  
B（26，9）、C（9．2）、N（4．3）、D（4．0）、G（3．2）、Q（2．6）、  

E（1．3）、微量未同定代謝物☆★★（46．4）  

雄☆  
B（41．0）、C（13．7）、E及びG（いずれも3．0）、N（2．1）、  

D（0．7）、微量未同定代謝物柚☆（36．0）  

鼻腔粘膜  雌☆  
B（59．1）、C（17．1）、G（3．7）、E（2．8）、N（1．3）、D（1．0）、  

イヌ  
微量末同定代謝物柚☆（14．5）  

雄☆☆  
B（70．2）、G（5＿0）、C（4．7）、微量末同定代謝物  

丈☆☆（19．9）  

雌☆★  
B（69．7）、C（7．2）、G（4．3）、N（1．1）、D及びE（いずれ  

も0．4）、微量未同定代謝物☆☆☆（16．5）   

一：検出限界未満  

★：【11・（2）】における対照群 ★★：［11．（2）】における5mg此g体重／日投与群 ★★★：微量末同定代謝物の総和   

（5）排泄   

① 尿、糞及び呼気中排泄  

Fischerラット（一群雌雄各4匹、［pyr－14C］ビリフルキナゾン高用量群について   

は雄のみに設定）に［phe－14C］ビリフルキナゾンまたは［pyr－14C］ビリフルキナゾンを   

低用量または高用量で単回経口投与し、排泄試験が実施された。  

投与後168時間の尿（ケージ洗浄液を含む）、糞及び呼気中排泄率は表7に示さ  

れている。   

【phe－14C］ビリフルキナゾン投与群では投与量及び性別の違いにかかわらず投与   

後168時間で総投与放射能（TAR）の94．8～97．0％が糞尿中に排泄された。糞中に  
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は未吸収分も含まれていると推定されるが、後述の胆汁中排泄試験［1．（5）②］の結果  

も合わせると、主要排泄経路は雌雄とも糞中と考えられた。また、呼気中への排泄  

は認められなかった。   

一方、【pyr14C］ビリフルキナゾン投与群では投与後168時間で52．4～71．8％TAR  

が糞尿中にほぼ均等に排泄され、呼気中への排泄がわずかに認められた。投与168  

時間後に採取したと体（才削ヒ管内容物を含む）には18．0～30．9％TARの放射能が残  

存していた。（参照2、3）  

表7 投与後168時間の尿、糞及び呼気中排泄率（％TAR）  

投与量  【pbe－14C］どリブJ咋げン   【pyr－14Clビけ舛げン  
性別  

（mg此g体重）  100   1   100   

尿★   20．4   14．7   31．1   32．7  

雄  糞  75．3   80．9   27．9   39．3  

呼気  6．1   4．2   

尿＊   20．8   16．6   28．9  

雌  糞   76，2   78．3   23．7  

呼気  7．0  

★：ケージ洗浄液を含む ／：採取・分析せず   

② 胆汁中排泄   

胆管カニュレーション処理したFischerラット（雄20匹）に［phe－14C］ビリフル   

キナゾンを低用量で強制経口投与し、胆汁中排i世試験が実施された。  

投与後72時間の排泄率は表8に示されている。（参照4）  

表8 投与後72時間の排泄率（％TAR）  

排泄率  残存量   

胆汁   尿   糞   消化管内容物   と体   

34．5   11．8   4．7   14．4   16．8   

2．埴物体内運命拭験  

（1）トマト   

【phe－14C］ビリフルキナゾンまたは［pyr－14C］ビリフルキナゾンの20％製剤を蒸留   

水で希釈後、100gainlaの用量で、ポットに定植したミニトマト（品種名：千果）   

に1週間間隔で3回散布処理して、植物体内運命試験が実施された。試料として、   

果実及び菓を最終処理直後（0日）、1、7及び14日後（収穫期）に、茎部及び根   

部を14日後にそれぞれ採取した。  

トマトの各採取部位における残留放射能分布は表9に示されている。  
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各処理区の果実及び実における放射能濃度に顕著な減衰は認められなかった。ま  

た、いずれの採取時期においても果実及び葉における残留放射能は表面洗浄画分（果  

実：41．0～75．2％TRR、葉：60．3～80．2％TRR）及びアセトニトリル抽出画分（果  

実：15．0～35．3％TRR、葉：12．8～23．1％TRR）に回収された。   

標識位置、試料採取時期及び採取部位にかかわらず主要成分は親化合物であり、  

主要代謝物として、親化合物のノⅤ脱アセチル化により生成したBが検出された。  

その他の代謝物として、各部位からC、D、E、H、J、K、L、N及び0が検出さ  

れたが、個々の代謝物としtlO％TRRを超過するものはなかった。（参照5）  

表9 トマトの各採取部位における残留放射能分布  

標識体  【pbe－14C］ビリフルキナゾン  ［pyr－14C】ビリフルキナゾン   

日数  0日  1日  7日  14日  0日  1日  7日  14日  

果実  0．608  0．763  0．612  0．514  0．346  0．628  0．411  0．650  
総残留放射能  

菓   14．4  17．1  16．0  20．7  13．3  17．9  13．5  13．1  

（2）はつかだいこん  

bhe－14C］ビリフルキナゾンまたは【pyr・14C］ビリフルキナゾンの20％製剤を蒸留  
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水で希釈し、播種11日後の未成熟はつかだいこん（品種名：チェリーメイト）に1  

株あたり225トLgを1週間間隔で3回散布処理して、植物体内運命試験が実施され  

た。試料として、菓及び根を最終処理直後（0日）、1、7及び14日後（収穫期）  

に採取した。   

はつかだいこ‘んの各採取部位における残留放射能濃度は表10に示されている。   

各処理区の葉及び根における放射能濃度は経時的に減衰した。また、いずれの採  

取時期においても葉における残留放射能は表面洗浄画分（50．7～71．9％TRR）及び  

アセトニトリル抽出画分（13．9～31．8％TRR）に回収された。一方、散布直後の根  

における残留放射能のほとんどがアセトニトリル抽出画分（66．8～74．1％TRR）に  

回収されたが、いずれの処理区においても経時的に回収率は減少した。   

標識位置、試料採取時期及び採取部位にかかわらず主要成分は親化合物であり、  

収穫期の葉から2．15～4．14mg／kg（59．1～70．7％TRR）、根から0．007mg此g（9．2  

～13．0％TRR）検出された。代謝物として、B、C、D、E、H、J、K、L、N及び  

0が検出されたが、個々の代謝物として処理14日後に10％TRRを超過するものは  

なかった。（参照6）  

表10 はつかだいこんの各採取部位における残留放射能濃度（mg／kg）  

最終処理  ［pbe－14C】ヒ○け腑げン  【pyr－14C］ドリア腑げン  

後目数  葉   根   茎   根   

0日   14．4   0．113   10．8   0．158   

1日   14．8   0．128   10．9   0．174   

7日   10．9   0．094   5．84   0．128   

14日   5．86   0．058   3．64   0．076   

（3）レタス   

［phe－14C］ビリフルキナゾンまたは【pyr・14C］ビリフルキナゾンの20％製剤を蒸留   

水で希釈後、150ga∽laの用量で、播種10週後の未成熟レタス（品種名：シスコ）   

に1週間間隔で3回散布処理して、植物体内運命試験が実施された。試料として、   

結球及び葉を最終処理直後（0日）、1、7及び14日後に、芯部及び根部を14日後   

にそれぞれ採取した。  

レタスの冬採取部位における残留放射能濃度は表11に示されている。  

各処理区の結球及び葉における放射能濃度に経時的な減衰は認められなかった。   

また、いずれの採取時期においても結球及び葉における残留放射能は表面洗浄画分   

（結球：61．0～92．5％TRR、葉：47．5～87．5％TRR）及びアセトニトリル抽出画分   

（結球：4．3～28．8％TRR、葉：6．8～43．8％TRR）に回収された。  

標識位置、試料採取時期及び採取部位にかかわらず主要成分は親化合物及びBで   

あった。親化合物の経時的な減衰に伴い、Bの残留量が増加する傾向にあった。そ  
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の他の代謝物として、各部位からC、D、E、H、J、K、L、N及び0が検出され  

たが、個々の代謝物として、処理14日後に10％TRRを超過するものはなかった。  

（参照7）  

表11レタスの各採取部位における残留放射能分布  

標識体   【phe－14C】ビリフルキナゾン  byr－14C】ビリフルキナゾン  

日数’  0日   1日   7日  14日  0日   1日   7日  14日   

結球   2．93  0．590  0．555  1．42  1．82  2．32  0．867  0，568  

総残留放射能  襲   21．4  23．7  24．9  24．1  19．2  24．0  17．2  16．8  

濃度（mg／kg）  芯  0．304  0．233  

根  0．103  0，063  

標識体   ［phe－14C】ビリフルキナゾン  byr－14C】ビリフルキナゾン  
部位  

日数   0日   1日   7日  14日  0日   1日   7日  14日   

mg耽g  2．09  0．074  0．043  0．174  
結球  

％TRR  71．3  12，5   7．8  12．3   3．0   12．1  

親  mg／kg  17．3  19．4  
葉  

化  81・8   

A Iコ  mg／kg  
芯  

0．089  

物  ％TRR  

根  mg／kg     ／  
％TRR  

mg此g  0．379  0．453  
結球  

76．8   

代  mg／kg  0．483  1．21  
葉  

謝  ％TRR   2．3  5，1   12．3  20．8   6．6   2．4   6．6   10．5  

物  

B  

mg此g     ／   ／   根  

％TRR  

以上の結果より、ビリフルキナゾンの植物体内における主要代謝経路は、入声脱ア  

セチル化によるBの生成であると考えられた。  

16   



3．土壌中運命試験  

（1）好気的土壌中運命試験   

【phe－14C］ビリフルキナゾンまたは［pyr－14C］ビリフルキナゾンのアセトニトリル   

溶液を軽埴土（高知）に乾土あたり0．667mg瓜gの用量で添加し、200Cの暗条件   

下で181日間インキュベー卜し、好気的土壌中運命試験が実施された。滅菌土壌は   

処理181日後のみ分析に供した。  

好気的土壌中の放射能の抽出画分における経時的推移は表12に、土壌中分解物の   

経時的推移は表13にそれぞれ示されている。  

両標識体ともに溶媒抽出率は経嘩的に減少し、一方、非抽出（土壌残液）画分に   

残存する放射能の割合が増大した。また、［pyr－14C］ビリフルキナゾン処理区では   

14CO2が経時的に増加した。  

表12 好気的土壌中の放射能の抽出画分における経時的推移（％TAR）  

［pbe－14C】ビリフルキナゾン  byr－14C】ビリフルキナゾン  
経過日数  

非抽出画分   14CO2   抽出画分☆  非抽出画分   14CO2   

0日   95．7   0．8  109．0   

7日   84．0   13．0   ＜0．1   91．6   13．4   1．1   

28日   61．5   32．4   ＜0．1   44．0   45．4   11．2   

181日   37．2   58．6  ＜0．1   15．9   41．6   28．8   

181日（滅菌）   80．5   19．8  77，8   

★：アセトニトリル／水（4：1）及びアセトニトリル／1M塩酸（4：1）抽出画分の総和  

土壌処理されたビリフルキナゾンは速やかに減衰した。主要分解物はB及びCで   

あり、処理7日後に最大濃度を示したが、これらの分解物も速やかに減衰した。滅   

菌土壌中におけるビリフルキナゾンの減衰は、非滅菌土壌に比して緩やかであり、   

主要分解物としてBが検出された。土壌中分解物は腐植画分に取り込まれ、特にビ   

リジン環部分は最終的には無機化されると考えられた。  

ビリフルキナゾン、B及びCの推定半減期はそれぞれ1．8、7．8及び44日であっ   

た。（参照8）  
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表13 好気的土壌中における土壌中分解物の経時的推移（％TAR）  

［phe－14C］ビリフルキナゾン  byr－14C】ビリフルキナゾン  
経過日数  

ヒ○リブ／咋ナソ～ン   分解物   ピけノ峠ナリヾン   分解物   

0日   88．9   B（1．6）、C、J（いずれも＜1）   101，5  B、J、L（いずれも＜3）   

C（25．9）、B（18．1）、G、H、Ⅰ、   C（29．3）、B（20－2）二G、H、Ⅰ、  
7日   6．1  5．5  

J、0、Q、Ⅹ、Y（いずれも＜9）  Ⅸ、Ⅹ（いずれも＜10）   

C（15．8）、B、G、H、Ⅰ、J、N、   C（14．7）、B、G、H、Ⅰ、J、K、  
28日   2，2  2．1  

0、Q、Ⅹ、Y（いずれも＜6）  Ⅹ、Y、Z（いずれも＜7）   

0（12．7）、B、C、H、J、N、Q、   B、C、G、H、Ⅰ、J、K、Ⅹ、Y、  
181日   0．4  0．7  

Ⅹ、Y、Z（いずれも＜3）  Z（いずれも＜3）   

181日   B（41．3）、C、G、H、N、0（い   B（40．3）、C、G、H、Ⅹ、L（いず   
3．3  

（滅菌）  

20．6  
ずれも＜4）  れも＜3）   

（2）土壌吸着書式験   

［phe－14C］ビリフルキナゾンを用いて、4種類の国内土壌［砂土（宮崎）、壌土（埼   

玉及び栃木）及びシルト質壌土（埼玉）］における土壌吸着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは3．24～28．7、有機炭素含有率により補正した吸着   

係数Kocは445～692であった。  

以上の結果から、ビリフルキナゾンは中程度の移行性を有すると考えられた。（参   

照9）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験  

非標識ビリフルキナゾンをpHl．2及び4．0（酢酸ナトリウム）、pH7．0（リン酸）、   

pH9．0（ホウ酸）の各緩衝液に5mg几となるように添加した後、表14に示す条件   

に基づき、加水分解試験が実施された。  

推定半減期及び試験終了時における残存放射能は表14に示されている。  

ビリフルキナゾンはアルカリ性条件下では極めて速やかに加水分解を受けるも   

のの、弱酸性～中性条件下では比較的安定であった。主要分解物としてBが検出さ   

れた。（参照10）  

表14 試験条件、推定半減期及び試験終了時における残存放射能  

pH   1．2   4．0   7．0   9．0   

試験温度（OC）   37   25   25   25   

インキュベーション時間（日）   4   30   41   1．5   

推定半減期（日）   1．98   179   34．9   0．78   

ビリフルキナゾン（％TAR）   24．9   86．2   42．0   22．8   

分解物B（％TAR）   78．0   13．7   51．7   67．8   
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（2）水中光分解試験  

bhe－14C］ビリフルキナゾンまたは【pyr－14C］ビリフルキナゾンをpH5．0～5．1の滅   

菌酢酸ナトリウム緩衝液または滅菌自然水（pH7．2～7．4、河川水、大阪）に5mg几   

となるように添加した後、250Cで6日間（緩衝液）または4日間（自然水）、キ   

セノンアークランプ照射（光強度：636～669Ⅵ〃m2、波長範囲：250～850nm）す   

る水中光分解試験が実施された。  

両水試料において、いずれの標識体を用いた場合も、ビリフルキナゾンの分解は   

緩慢であり、照射6及び4日後に残存していたビリフルキナゾンは87．2～87．8及   

び77．4～85．6％TARであった。主要分解物としてBが緩衝液中から1．9～2．4％TAR、   

自然水から8．8～10．4％TARが検出された他、痕跡量の多くの分解物が検出された。  

ビリフルキナゾンの推定半減期は37．5日（緩衝液）及び13．8日（自然水）と算   

出された。（参照11）  

5．土壌残留毒式験   

火山灰土・軽埴土（茨城）及び沖積土・埴壌土（高知）を用いて、 ビリフルキナゾ   

ン及び分解物（B、C及び0）を分析対象化合物とした土壌残留試験（容器内及び圃   

場）が実施された。結果は表15に示されている。（参照12）  

表15 土壌残留試験成績  

推定半減期（日）  

試験   濃度   土壌  ビリフルキナデン  
ヒ○け／痺ナリすン  

＋分解物B、C、0   

容器内試験  火山灰土・軽埴土   0．3   1．6  
0．4m釘kg士  

（畑地状態）  沖積土・埴壌土   0．6   1．0 

圃場試験  火山灰土・軽埴土   1．5   8．4  
300gai几a★  

（畑地状態）  沖積土・埴壌土   18．5   26．9  

★：容器内試験では純品（純度99．1％）、圃場試験では20％顆粒水和剤（2，000倍希釈液）を使用   

6．作物残留試験   

ばれいしょ、キャベツ等を用いて、ビリフルキナゾン及び代謝物Bを分析対象化合  

物とした作物残留試験が実施された。   

結果は別紙3に示されている。ビリフルキナゾン及び代謝物Bの最高値は、いずれ   

も最終散布7日後に収穫した茶（荒茶）の8．77及び5．70mg此gであった。（参照13）   

別紙3の作物残留試験の分析値を用いて、ビリフルキナゾン及び代謝物Bを暴露評  

価対象化合物とした際に食品中から摂取される推定摂取量が表16に示されている（別   

紙4参照）。   

なお、本推定摂取量の算定は、申請された使用方法からビリフルキナゾン及び代謝   

物Bが最大の残留を示す使用条件で、今回新規申請されたすべての適用作物（ばれい  
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